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損害保険ジャパン株式会社 

ＳＯＭＰＯリスクマネジメント株式会社 

 

サイバー保険契約者向け「海外拠点リスク管理支援サービス」の提供開始 

～リスク可視化によりグループ会社全体でのセキュリティ強化を支援～ 

 

 損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：石川 耕治、以下「損保ジャパン」）とＳＯＭＰＯリス

クマネジメント株式会社（代表取締役社長：中嶋 陽二、以下「ＳＯＭＰＯリスク」）は、統一ブランド

「ＳＯＭＰＯ ＣＹＢＥＲ ＳＥＣＵＲＩＴＹ※」の下、グローバル企業向けのサイバー保険にご加入の

お客さまに対して、海外グループ会社のセキュリティ対策状況を可視化し、自律的な対策への取組を

サポートするサービスの提供を開始します。これにより、海外拠点のリスク管理強化の支援を行いま

す。 

※ https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2024/20240829_1.pdf 

 

１．背景・目的 

 近年、取引先や委託先等のセキュリティ上の弱点を悪用したサプライチェーン攻撃が増加していま

す。特に海外に拠点を持つ企業は、法規制やビジネス環境が日本とは異なることから管理を現地に任

せているケースも多く、セキュリティ対策の強化が課題となっています。またセキュリティ対策が脆

弱になりがちな海外拠点を踏み台にしたサイバー攻撃による被害は後を絶ちません。 

 損保ジャパンでは、海外拠点も含めたグループ会社全体を包括的に補償するサイバー保険ワールド

ワイドプログラム（以下「サイバー保険ＷＷＰ」）をグローバル展開する企業へ提供しています。この

たび、その契約者向けに、ＳＯＭＰＯリスクが海外拠点に対するリスク管理強化の取組みを支援する

「海外拠点リスク管理支援サービス」の提供を開始します。 

 

２．サイバー保険ＷＷＰ「海外拠点リスク管理支援サービス」の概要 

 サイバー保険ＷＷＰで補償対象となる本邦親会社および海外拠点について、外部公開されているＩ

Ｔ資産（サーバー・ネットワーク機器等）を攻撃者の視点で調査・評価し、検知したリスクをスコア

化することで、セキュリティ対策状況を可視化します。 

 調査・評価対象として検出したＩＴ資産情報の他、検知したリスクに関する詳細情報や対策方法等

はＷＥＢ上のプラットフォーム（日本語・英語対応）で確認することができるため、海外拠点におけ

るセキュリティ意識の向上およびセキュリティ対策の取組みの促進へとつなげていくことが可能です。  

 なお、損保ジャパンとＳＯＭＰＯリスクは、お客さまのセキュリティ対策状況の調査・評価結果を

保険プログラムの設計およびリスクの防止・軽減へ活用していきます。 

 

３．今後の展開 

 損保ジャパンとＳＯＭＰＯリスクは、サイバー領域の保険とサービスを一体化したトータルリスク

ソリューションの拡充を進めるとともに、取引先や委託先、海外拠点等も含めたサプライチェーン全

体のレベルアップ活動を支援することで社会課題の解決に貢献していきます。 

 

 

 

 

 

https://www.sompo-japan.co.jp/-/media/SJNK/files/news/2024/20240829_1.pdf


 

■ サイバー保険ＷＷＰ「海外拠点リスク管理支援サービス」の概要 

 
 
海外拠点リスク管理支援サービスは、企業のセキュリティ対策状況を評価する SaaS 形式のサービス「サプライチェー

ンリスク評価サービス（Panorays)」を利用してご提供します。Panorays のサービスの詳細は、下記ウェブサイトをご

参照ください。 

https://www.sompocybersecurity.com/service/panorays.html 

 

以上 
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